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８
月
号

　

私
は
２
０
２
４

年
に
右
股
関
節
・

人
工
骨
頭
置
換
術

を
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
２
年
た
っ

た
っ
た
い
ま
痛
み
は
と
れ
た

も
の
の
歩
き
方
は
遅
く
、
姿

勢
は
猫
背
で
腰
も
前
か
が
み

気
味
に
な
り
気
に
な
っ
て
い

ま
し
た
▼
た
ま
た
ま
、
ス
ー

パ
ー
に
買
い
物
に
行
っ
た
時

に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
会
社
が

運
営
す
る
運
動
施
設
の
ス
タ

ッ
フ
に
声
を
か
け
ら
れ
、
Ａ

Ｉ
で
姿
勢
を
分
析
す
る
ア
プ

リ
で
計
測
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
「
身
体
が
前

傾
し
て
い
ま
す
。
背
骨
を
ま

っ
す
ぐ
に
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ

チ
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
誘
わ
れ
、５
回
は
無
料
で
、

そ
の
後
は
有
料
で
試
し
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
１
回

30
分
だ
け
で
す
が
、
２
ヵ
月

目
に
入
り
猫
背
は
少
々
解
消

さ
れ
、
腰
に
も
力
が
入
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
▼
こ
の
施

設
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
機

械
に
読
み
込
ま
せ
る
と
、
自

分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
メ

ニ
ュ
ー
が
画
面
に
出
て
、
画

面
の
モ
デ
ル
と
同
じ
こ
と
を

行
う
と
背
筋
が
伸
び
、
気
分

も
良
く
な
り
ま
す
。
驚
い
た

の
は
、
日
に
日
に
高
齢
の
男

女
の
利
用
者
が
増
え
て
い
っ

た
こ
と
で
す
。
待
た
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
の
若
い
女
性
に
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ほ
め

ら
れ
た
り
し
な
が
ら
高
齢
で

も
Ａ
Ｉ
と
つ
な
が
り
、
楽
し

く
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

理
事　

藤
田
洋
子

青い空

絵
手
紙古

向
支
部
橋
本
む
ら
を

第77回通常総代会開催第77回通常総代会開催
－川崎医療生協の価値の再確認と予算編成が課題－

川崎医療生活協同組合川崎医療生活協同組合

経
済
環
境
が

事
業
運
営
に
影
響

　

総
代
会
議
長
に
中
山
幸
男
と

浜
野
百
美
子
が
選
出
さ
れ
、
は

じ
め
に
、
星
野
俊
平
専
務
が
議

案
を
一
括
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
骨
子
は
、
２
０
２
５

年
度
は
、
厳
し
い
経
済
環
境
が

事
業
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
１
年
だ
っ
た
。
医
療
材
料

費
や
人
件
費
の
高
騰
、
国
際
情

勢
の
不
安
定
化
に
よ
り
資
材
調

達
が
困
難
に
な
る
状
況
の
中

で
、
法
人
全
体
の
事
業
費
用
は

10
年
前
よ
り
約
10
億
円
増
加
。

　

社
会
保
障
政
策
も
、
国
の
負

担
は
減
ら
し
、
国
民
に
対
す
る

負
担
を
増
や
す
方
向
で
、
医
療

機
関
・
介
護
事
業
所
の
倒
産
は

過
去
最
多
と
な
り
、
地
域
ケ
ア

体
制
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　

川
崎
市
の
公
的
病
院
も
多
額

の
累
計
赤
字
を
抱
え
、
地
域
医

療
の
厳
し
さ
が
際
立
つ
。
国
や

自
治
体
の
補
助
金
は
一
時
的
で

高
費
用
構
造
に
は
対
応
で
き
て

な
く
、
診
療
報
酬
本
体
の
抜
本

的
引
き
上
げ
と
、
窓
口
負
担
の

軽
減
が
不
可
欠
。

入
院
収
益
が

予
算
を
達
成

　

２
０
２
５
年
度
は
京
町
診
療

所
の
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
大

き
な
と
り
く
み
。ま
た
、入
院
収

益
が
20
数
年
ぶ
り
に
予
算
達
成

す
る
な
ど
の
前
進
が
あ
っ
た
。

法
人
全
体
の
事
業
収
益
は
計
画

に
届
か
ず
、
経
常
利
益
は
９
０

０
０
万
円
の
赤
字
で
は
あ
っ
た

が
、
償
却
前
利
益
は
２
・
１
億

円
の
プ
ラ
ス
で
、
事
業
で
資
金

を
生
み
出
す
構
造
へ
転
換
し
つ

つ
あ
る
。
外
来
患
者
数
は
10
年

前
の
６
割
減
と
な
っ
て
い
る
な

ど
、
こ
の
間
の
動
向
を
踏
ま
え

た
収
益
の
確
保
、
事
業
計
画
の

見
直
し
が
課
題
。

組
合
員
数
減
少
、

活
動
は
活
発

　

２
０
２
５
年
度
の
組
合
員
数

は
、
加
入
よ
り
脱
退
が
多
く
、

純
減
約
１
４
０
０
人
で
、
組
合

員
数
は
３
万
８
３
４
５
人
と
な

り
10
年
前
の
85
％
ま
で
減
少
。

出
資
金
も
約
４
７
０
０
万
円
減

少
。

　

一
方
、
地
域
活
動
で
は
、
大

師
の
商
店
街
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ

ベ
ン
ト
や
、
生
田
緑
地
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
他
団
体
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
新

班
の
増
加
、
配
付
者
の
増
加
な

ど
前
向
き
な
動
き
も
見
ら
れ
た
。

予
算
達
成
が

最
大
課
題

　

２
０
２
６
年
度
の
重
点
課
題

は
４
つ
（
表
）。
事
業
で
は
坂

戸
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検
討

や
、
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た

事
業
戦
略
再
構
築
、
県
内
民
医

連
の
組
織
再
編
へ
の
対
応
な
ど

を
進
め
る
。

　

予
算
は
事
業
収
益
86
・
７
億

円
、
経
常
利
益
８
０
９
８
万
円

の
黒
字
を
目
指
し
、
収
益
予
算

達
成
を
最
大
課
題
と
す
る
。

　

生
協
活
動
で
は
、
新
規
の
加

入
２
０
０
０
人
、
出
資
金
の
増

資
１
億
２
０
０
０
万
円
、
新
班

35
班
、
新
配
付
者
１
７
５
人
の

目
標
を
掲
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
減
少
や
担
い
手
不

足
、
職
員
と
組
合
員
の
協
働
を

課
題
に
、
昨
年
度
行
っ
た
「
組

合
員
活
動
の
危
機
打
開
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
答
申
を
受
け
、
川

崎
医
療
生
協
の
価
値
を
再
確
認

し
、
利
用
と
結
集
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
具
体
化
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
多
様
な
人
々
が
安
心

し
て
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
女

性
の
参
画
拡
大
や
、
多
様
な
人

が
働
き
や
す
く
利
用
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
継
続
す
る
。

　

事
業
所
で
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
検
討
を
進
め
、

地
域
医
療
と
環
境
の
両
面
か
ら

持
続
可
能
な
と
り
く
み
を
強
化

す
る
。

高津市民館で行われた総代会

（表）

■ 世代や組合員の枠を超えた
多様な参加と協同で、「健
康で居心地よくくらせるま
ちづくり」を職員との共同
ですすめよう！　

■ 持続可能な経営づくりを目
指し、予算達成にこだわっ
た経営改善を全職員参加と
組合員利用結集で実現しよ
う！

■ 「私たちは何のために存在
するのか」、医療生協の原
点を再確認し、変化に向き
合い、しなやかに対応し、
原点を「進化・深化」させ
よう！　

■ 憲法制定80周年。物価高騰
などによる生活困窮のひろ
がりの中で、軍拡、軍事予算
増に反対し、核兵器廃絶と
平和な社会をつくる運動を
広げよう！

（
２
面
に
続
く
）

スローガン
2026年度

　

６
月
24
日
、
高
津
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
川
崎
医
療
生
協
の「
第
77
回
通
常
総
代
会
」が
開
か

れ
、
２
４
４
人
が
参
加
、
４
つ
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
採
決
さ
れ
、
最
後
に
特
別
決
議
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
冒
頭
、
高
村
彰
夫
理
事
長
が
、
組
合
員
と
職
員
の
努
力
で
、
２
０
２
５

度
は
約
４
億
円
以
上
の
収
支
改
善
を
達
成
し
た
こ
と
や
、
京
町
診
療
所
の
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
組
合
員
の
協
力
に
感
謝
し
、
地
域
の
困
難
に
寄
り
添
う
医
療
介
護
の
質
向
上
と
担
い

手
づ
く
り
を
進
め
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
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の
活
性
化
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め

　

総
代
か
ら
の
発
言
を
受
け
、

星
野
専
務
か
ら
は
、
各
報
告
の

ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
共
有
し
、

今
後
の
改
善
点
や
、
理
事
会
で

検
討
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。
理
事
の
体
制
に

つ
い
て
も
、
組
合
員
数
に
応
じ

た
定
数
で
あ
る
こ
と

や
、
２
０
２
６
年
度

の
委
員
会
体
制
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る

と
報
告
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
の

報
告
も

　

総
代
会
の
会
場
で

は
議
事
以
外
に
、
新

入
職
員
の
紹
介
や
新

任
・
退
任
管
理
者
の

紹
介
、
支
部
・
班
表

彰
な
ど
も
行
わ
れ
、

今
年
４
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

で
行
わ
れ
て
い
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
」
に
参
加
し
た
職
員
の
竹
原

歩
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
特
別
決
議

　

総
代
会
の
最
後
に
、
ア
ピ
ー

ル
特
別
決
議
「
守
ろ
う
憲
法　

高
市
９
条
改
憲
阻
止
」
を
河
野

一
馬
理
事
が
提
案
し
、
総
代
の

拍
手
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。

「
う
ど
ん
デ
ー
」
の
と
り
く
み
。

田
中
祥
太
（
協
同
病
院
）：

協
同
病
院
で
の
生
協
活
動
の
と

り
く
み
。

佐
野
セ
イ
（
南
大
師
支
部
）：

支
部
の
運
営
委
員
や
班
会
の
厳

し
い
状
況
を
報
告
し
、法
人
へ
、

危
機
打
開
に
向
け
て
の
要
望
。

伊
藤
貴
美
子
（
理
事
）：
平

和
行
進
の
と
り
く
み
。

　

以
上
の
発
言
以
外
に
、
若
槻

武
行
（
麻
生
南
支
部
）
か
ら
、

理
事
の
体
制
の
見
直
し
と
組
織

み
。永

田
眞
一
（
溝
ノ
口
支
部
）：

坂
戸
診
療
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ

の
要
望
と
、
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
の
要
望
。

田
島
美
智
代
（
桜
本
支
部
）：

い
こ
い
の
家
や
老
人
会
で
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
の
と
り
く
み
と
、

楽
し
い
企
画
で
組
合
員
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
企
画
。

中
村
昌
子
（
新
川
崎
支
部
）：

メ
デ
ィ
ホ
ー
プ
中
原
ビ
ル
で
の

総
代
か
ら
の
発
言

　

議
案
提
案
を
受
け
、
10
人
の

総
代
と
、
議
案
補
足
発
言
で
理

事
の
１
人
か
ら
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

井
手
敏
明
（
宿
河
原
支
部
）：

モ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
仲
間
が
増

え
、
そ
の
中
か
ら
新
班
が
で
き

た
。堀

越
聡
（
本
部
）：「
民
医
連

の
事
業
と
経
営
を
守
る
緊
急
行

動
提
起
」
の
活
動
報
告
。

地
曳
健
二
（
京
町
診
療
所
）：

京
町
診
療
所
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
報
告
。

関
谷
治
子
（
小
田
支
部
）：

京
町
診
療
所
が
移
転
し
て
か
ら

の
感
想
。

櫻
井
純
子
（
た
ま
訪
問
看

護
）：
た
ま
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
経
営
改
善
の
と
り
く

（
１
面
か
ら
）

経営状況
● ６月経常利益：19,195千円の黒字（予算差＋13,079千円　前年差＋51,347
千円）。
● 累計経常利益は▲84,104千円（予算差▲13,057千円　前年差＋34,369千
円）。
● ６月の事業収益は、全体では予算差▲19,777千円と届かなかった。事業
費用は、予算を▲11,471千円下回り予算内に収めた。事業外収益で、介
護賃上げ・環境改善補助金（14,314千円）や、物価高騰支援金（5,796千
円）があり、経常利益予算を達成することができた。
● 累計償却前利益率は法人全体で7.8％（予算5.8％）でした。
● 人件費比率は累計で70.8％（医福連の指標66.9％）
● 費用分析指標（人件費＋材料費＋委託費の事業収益比）84.9％（指標84％
未満）

議決事項
● 土地建物取得の件（38,000千円）
● 「役員報酬規則」の設置と「常勤常務理事手当」の再設定
● 「賃金号俸表　別表①（諸手当）」「非常勤賃金規定」の改定

透析についての相談、見学
の問い合わせは下記まで。

協同ふじさきクリニック
血液浄化センター（透析室）

直通電話　044‒277‒2126
 担当：長島

　高市首相は、2026年４月12日の自民党大会にて、「憲法改正は死活的に
重要。その時が来た」と明言し、自民党大会の運動方針にて「憲法改正原
案の今国会の提出を目指すこと」が採択されました。いま、改憲に向けた
動きが急速に強まり、憲法９条は、戦後最大の危機を迎えています。
　日本国憲法と９条は、日本と世界の宝です。第二次世界大戦で日本の侵
略によって、アジア諸国の2000万人、日本の310万人もの尊い命が奪われ
ました。私たちは、この悲惨な体験をもとに、二度と戦争はしない、した
くないと日本国憲法を、９条をつくりました。戦後80年間、日本が海外で
戦争をせず平和に発展してきたこと、最近ではホルムズ海峡に自衛隊を派
遣せずに済んだのは、まさに９条があったからです。そして、９条を守り
抜いてきた市民の運動があったからです。
　高市首相は、９条に自衛隊を明記する加憲によって、日本国憲法の平和
主義を規定した９条の「戦争の放棄」「戦力の不保持」「交戦権の否認」を
骨抜きにして、日本を「戦争する国」へ変えようとしています。自民、維
新の与党は昨年10月の連立合意で、緊急事態条項について今年度中の条文
案提出を目指すと明記したほか、衆参両院の憲法審査会に条文起草委員会
を常設することも盛り込み、来年には改憲発議、その後、早期に国民投票
の実施をもくろんでいる、と言われています。
　私たちは、日本が再び「戦争する国」になるのはゴメンです。
　この間、アメリカにモノを言えない高市首相の姿をみて、多くの市民や
なかまが、「戦争にまきこまれるのはカンベン！」「ミサイルよりケアを！」
の声を挙げています。９条改憲を阻止し、日本国憲法を守り発展させてい
く力は、世論の力です。５月３日には、「2026憲法大集会」が開催され、「世
界の平和を脅かすロシアやアメリカ、イスラエルによる他国への武力行使
を許さず、日本政府に憲法９条をいかした平和外交を求めること」「平和
主義をつらぬき、核兵器のない世界をめざすこと」などが提案されました。
　いまが正念場です。高市９条改憲阻止の一点で、広範な市民と共同して
「戦争ＮＯ！」「改憲ＮＯ！」の運動を起こし、高市政権を退陣させ、憲法
改憲を阻止しましょう。憲法改正を発議させないために、職場で、地域で
おおきなうねりをつくっていきましょう。

2026年６月24日
 川崎医療生活協同組合　第77回通常総代会

資格審査報告 出席192 委任８ 書面44
第１号議案 反対０ 保留２ 賛成多数
第２号議案 反対０ 保留２ 賛成多数
第３号議案 反対０ 保留２ 賛成多数
第４号議案 反対０ 保留３ 賛成多数

川崎医療生協　７月理事会報告

院
な
ど
の
相
談
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
学
も

可
能
で
す
。

　

透
析
は
長
く
続
く
治
療
だ
か

ら
こ
そ
、「
安
心
で
き
る
医
療
」

と
「
快
適
な
環
境
」
が
大
切
で

す
。
協
同
ふ
じ
さ

き
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

血
液
浄
化
セ
ン
タ

ー
で
は
、
患
者
に

寄
り
そ
っ
た
透
析

医
療
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
10

月
、
川
崎
協
同
病

院
透
析
室
の
外
来

部
門
は
、
協
同
ふ

じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ

ク
３
階
に
移
転
、
こ
れ
に
よ
り

22
床
だ
っ
た
ベ
ッ
ト
の
数
は
25

床
に
増
え
、
１
ベ
ッ
ド
あ
た
り

の
ス
ペ
ー
ス
も
以
前
よ
り
か
な

り
広
く
な
り
、
快
適
に
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ア

メ
ニ
テ
ィ
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

透
析
患
者
に
と
っ
て
は
「
通

院
が
大
変
」「
今
の
治
療
に
不

安
が
あ
る
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
が
あ
り
ま
す
が
、
協
同

ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
血
液
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
見
学
・
転

【特別決議】　守ろう憲法　高市９条改憲阻止 総代会採決結果

アメニティが整ったベッド

●全ベッド半個室
　 プライバシーに配慮し、ゆとりあるベッド配置で、
完全個室３床も完備　
●快適な透析環境　
　 全ベッド電動リクライニング　テレビ・無料Ｗｉ‒
Ｆｉ完備
●無料送迎サービス　
　川崎区内で通院困難な人には送迎のサポート　
●最新の透析設備を設置　
●病院と強力連携　
　 川崎協同病院と連携しているので緊急時や入院時
も安心　
　 年間で各種検査を実施　各種外来受診に対応可能　
●フットケア・栄養相談　
　専門スタッフによるフットケアや食事のアドバイス
●夜間透析実施　
　 昼間、仕事をしている人も利用できるように夜間
の透析も実施

血液浄化センター（透析室）の特徴

協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
透
析
室
）

患
者
に
寄
り
そ
う
透
析
医
療
を
提
供
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４
年
に
一
度
の
サ
ッ
カ

ー
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
北
中

米
大
会
は
、
日
本
の
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
は
じ

め
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー

が
予
想
通
り
の
活
躍
を
み
せ

て
日
本
で
も
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。

　

１
９
３
０
年
に
始
ま
っ
た

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
大
会
と
し
て
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
南
米
を
中
心
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
は
る
か

に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
日

本
で
は
長
ら
く
注
目
度
は
低

か
っ
た
が
１
９
９
３
年
に
Ｊ

リ
ー
グ
が
誕
生
し
て
か
ら
ぐ

っ
と
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
８
年
の
フ
ラ
ン
ス

大
会
で
、
初
め
て
日
本
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
と
き
、
日
本

か
ら
も
初
め
て
多
く
の
サ
ポ

ー
タ
ー
が
、
試
合
会
場
で
あ

る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
、ナ
ン
ト
、

リ
ヨ
ン
に
詰
め
か
け
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
対
戦
相
手
で

あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ク
ロ

ア
チ
ア
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
ほ
か
、
同
じ
会
場

で
前
後
し
て
試
合
を
す
る
他

国
の
サ
ポ
ー
タ
ー
も
多
数
姿

を
見
せ
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

て
国
旗
を
掲
げ
る
な
ど
、
周

辺
は
に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
騒

ぎ
と
な
っ
て
い
る
の
を
目
に

し
て
、
初
め
て
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
現
場
に
立
つ
日
本
の

サ
ポ
ー
タ
ー
も
興
奮
し
ま
し

た
。

　

試
合
と
な
れ
ば
激
し
く
ぶ

つ
か
り
合
い
ま
す
が
、
ど
の

サ
ポ
ー
タ
ー
も
他
国
の
サ
ポ

ー
タ
ー
と
交
流
し
大
会
そ
の

も
の
を
楽
し
み
ま
す
。
会
場

に
入
れ
な
い
と
き
は
近
く
の

カ
フ
ェ
で
テ
レ
ビ
放
送
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
が

一
緒
に
注
視
し
歓
声
を
上
げ

ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
様
、
国

同
士
の
戦
い
と
な
る
と
、
愛

国
心
が
高
ま
り
時
に
度
が
過

ぎ
て
他
国
へ
の
反
感
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。が
、

そ
れ
も
一
時
的
な
こ
と
で
試

合
以
外
で
は
、
他
国
を
そ
し

て
世
界
を
知
る
い
い
機
会
を

え
ま
す
。今
回
の
大
会
で
も
、

大
西
洋
上
の
小
さ
な
島
国
カ

ー
ボ
ベ
ル
デ
が
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
ま
で
進
み
印
象
に

残
る
試
合
運
び
で
そ
の
国
の

存
在
と
魅
力
を
広
め
ま
し
た
。

　

真
剣
な
力
と
技
の
ぶ
つ
か

り
合
い
と
い
う
純
粋
さ
を
世

界
中
が
共
有
す
る
場
で
あ
る

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
魅
力
を

今
回
も
再
認
識
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
純
粋

さ
を
曇
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
ひ
と
つ
に
は
あ
ま
り

に
も
チ
ケ
ッ
ト
が
高
額
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
決

勝
戦
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
時

間
を
シ
ョ
ー
の
た
め
に
広
げ

た
こ
と
で
す
。
と
も
に
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
利
益
を
優
先
し
た

結
果
で
す
。

　

さ
ら
に
、
も
っ
と
も
深
刻

な
の
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
自
国
の
選
手
が

受
け
た
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
よ

る
出
場
停
止
処
分
に
つ
い
て

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
（
国
際
サ
ッ
カ
ー

連
盟
）
に
異
議
を
伝
え
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
忖
度
し
た

の
か
処
分
は
１
年
間
猶
予
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
中
心
国
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

自
国
の
利
益
の
た
め
に
権
力

を
使
う
と
い
う
お
よ
そ
ス
ポ

ー
ツ
の
純
粋
性
か
ら
外
れ
た

行
為
は
世
界
中
か
ら
批
判
を

浴
び
ま
し
た
。
ま
た
当
の
選

手
も
む
し
ろ
つ
ら
い
思
い
を

し
ま
し
た
。

　

日
本
社
会
で
も
公
正
さ
よ

り
デ
ィ
ー
ル
（
取
り
引
き
）

に
よ
る
利
益
を
重
視
す
る
こ

と
を
仕
方
な
し
と
見
る
傾
向

が
強
ま
る
な
か
、
行
き
す
ぎ

た
ビ
ジ
ネ
ス
化
、
自
国
益
優

先
主
義
が
、
純
粋
な
ス
ポ
ー

ツ
界
を
今
後
さ
ら
に
侵
食
し

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
心

配
に
な
り
ま
す
。

（
波
）

く ら し ・ 社 会

コ
ラ
ム

時
の
風

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
光
と
影

な
ん
で
食
中
毒
に
な
る
の

　

食
中
毒
の
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
Ｏ
１
５
７
な
ど
の

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
や
、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ

ネ
ラ
属
菌
な
ど
の
細
菌
性
の

も
の
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど

の
ウ
ィ
ル
ス
性
の
も
の
を
は

じ
め
、
毒
キ
ノ
コ
や
フ
グ
な

ど
の
「
自
然
毒
」
や
、
ア
ニ

サ
キ
ス
な
ど
の
「
寄
生
虫
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

細
菌
性
の
食
中
毒
は
６
月

か
ら
８
月
に
多
く
発
生
し
、

ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
の
食
中
毒

は
11
月
か
ら
３
月
に
発
生
し

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
は
ど
れ
も
嘔
吐
や
下

痢
な
ど
で
、
も
し
食
中
毒
の

疑
い
が
あ
っ
た
ら
早
め
に
医

療
機
関
に
受

診
す
る
こ
と

で
す
。

食
中
毒
を
防
ぐ

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
大

原
則
は
「
付
け
な
い
」「
増

や
さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」

で
す
。
具
体
的
に
は
食
品
を

扱
う
６
つ
の
場
面
で
注
意
が

必
要
で
す
。

●①
食
品
の
購
入

　

買
い
物
は
消
費
期
限
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
肉
や
魚
な
ど

は
他
の
食
品
と
接
触
し
な
い

よ
う
に
、
分
け
て
包
ん
で
収

納
し
、
保
冷
材
な
ど
も
活
用

す
る
。
ま
た
、
買
い
物
後
は

で
き
る
だ
け
早
く
帰
宅
し

て
、
す
ぐ
に
必
要
な
も
の
は

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
し
ま
う
。

●②
家
庭
で
の
保
存

　

冷
蔵
庫
の
温
度
は
10
度
以

下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15

度
以
下
に
設
定
し
て
お
く
。

肉
や
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容

器
に
入
れ
て
、
中
の
汁
が
こ

ぼ
れ
て
他
の
食
品
に
か
か
ら

な
い
よ
う
保
存
す
る
。
冷
蔵

庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に

注
意
す
る
。
目
安
は
７
割
程

度
。●③

下
準
備

　

ゴ
ミ
は
こ
ま
め
に
捨
て
る

よ
う
に
し
て
、
タ
オ
ル
や
布ふ

巾き
ん

な
ど
は
清
潔
な
も
の
を
用

意
す
る
。
ま
た
、
こ
ま
め
に

手
を
洗
う
こ
と
を
意
識
し
、

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の

ま
な
板
や
包
丁
な
ど
は
、
洗

っ
て
か
ら
熱
湯
を
か
け
る
な

ど
し
て
か
ら
次
の
調
理
を
す

る
。
生
の
肉
や
魚
を
冷
蔵
庫

か
ら
出
し
た
後
は
、
他
の
食

材
と
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に

し
て
お
く
の
も
ポ
イ
ン
ト
。

●④
調
理

　

調
理
に
入
る
前
に
手
を
洗

い
、
台
所
は
清
潔
に
し
て
お

く
。十
分
な
過
熱
が
大
切
で
、

食
べ
る
も
の
の
中
心
部
が
75

度
以
上
で
１
分
間
以
上
加
熱

さ
れ
る
こ
と
で
、
食
中
毒
菌

が
い
た
と
し
て
も
殺
菌
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
子
レ

ン
ジ
を
使
用
す
る
と
き
、
熱

の
伝
わ
り
に
く
い
食
材
の
場

合
は
過
熱
途
中
で
か
き
混
ぜ

食
材
を
扱
う

　

６
つ
の
場
面
で
注
意

付
け
な
い
増
や
さ
な
い

や
っ
つ
け
る

食
中
毒
!!

　

食
中
毒
の
ニ
ュ
ー
ス
が
夏
に
な
っ
て
増
え
て
き
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
る
食
中
毒
に
対
す
る

〝
防
護
策
〞
を
紹
介
し
ま
す
。

る
な
ど
し
て
全
体
を
温
め
る

よ
う
に
す
る
。

●⑤
食
事

　

食
事
の
前
に
手
を
洗
う
。

盛
り
つ
け
る
食
器
や
箸
や
ス

プ
ー
ン
な
ど
も
清
潔
な
も
の

を
使
用
し
、
長
時
間
、
食
卓

に
出
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の

は
避
け
る
。

●⑥
残
っ
た
食
品

　

残
っ
た
食
品
を
保
存
す
る

前
に
、ま
ず
手
洗
い
を
す
る
、

そ
し
て
、
保
存
す
る
容
器
も

清
潔
な
も
の
を
使
用
し
、
小

分
け
し
て
保
存
す
る
こ
と
で

早
く
冷
や
す
こ
と
が
で
き

る
。
温
め
な
お
す
と
き
も
十

分
に
加
熱
す
る
。
も
し
「
あ

や
し
い
な
？
」
と
思
っ
た
ら

思
い
切
っ
て
捨
て
る
。

★豆腐チーズチヂミ★
川崎協同病院 管理栄養士　渡辺 里奈

大豆を食べよう！④

からだにやさしい料理   第89回  

１人分 260㎉   　タンパク質12.8ｇ　塩分2.0ｇ

【作り方】
❶  にらを3センチくらいに切る。
❷  大きめのボールに材料を全部入れて混
ぜる。

❸  フライパンにごま油をいれ、❷を流し
入れて丸く形を整える。

❹  中火で色が変わるまで焼いたらひっく
り返して両面をカリっと焼く。

❺  たれの調味料を合わせておく。
❻  チヂミをカットしてたれをつけて食べる。

♥ 一口メモ：小麦粉の代わりに豆腐を使っているのでヘルシーでダイエットにもおススメです。キャベツなど冷蔵庫に余って
いる野菜をいれてもＯＫ。フライパンで材料をまぜ、そのまま形を整えて焼けばボールを使わず洗い物も少なくできます。

【材料】　２人分
・豆腐…………………… 150g
・もやし……………… 1/２袋
・にら………………… 1/2束
・卵………………………・1個
・鶏ガラスープの素（粉末）
　　……………… 小さじ1/2

・片栗粉…………… 大さじ4
・チーズ………………… 20g
・ごま油………………… 適量

《たれ》
・砂糖…………小さじ2
・醤油…………大さじ1
・酢……………大さじ1

・ごま……… 大さじ１
・ラー油………… 適量
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第第
3434
回
た
か
つ
区
健
康

回
た
か
つ
区
健
康

福
祉
ま
つ
り
に
参
加　

福
祉
ま
つ
り
に
参
加　

フ
レ
イ
ル
予
防
を
学
ぶ

フ
レ
イ
ル
予
防
を
学
ぶ

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学
で

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学
で

一
番
搾
り
を
味
わ
う

一
番
搾
り
を
味
わ
う

ま
た
社
会
に
参
加
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
と
話
し
、
こ

の
３
つ
が
相
ま
っ
て
こ
そ
予

防
に
な
る
と
話
し
ま
し
た
。   

 

理
事　

西
尾 

理
恵
子

　

６
月
15
日
、
久
し
ぶ
り
の

え
ん
ど
う
豆
班
と
プ
ラ
チ
ナ

班
の
合
同
班
会
を
開
き
、
８

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
講
師
の
小
松
厚
志
運

動
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
、
足
趾

力
を
測
る
こ
と
の
提
案
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
喜
一
憂

し
て
測
り
ま
し
た
。

　

小
松
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、
転

ば
な
い
た
め
、
歩
き
続
け
る

た
め
に
、
ど
こ
の
足
の
筋
力

が
大
切
な
の
か
を
説
明
し
、

体
の
部
分
を
意
識
し
て
ゆ
っ

く
り
と
動
か
す
体
操
を
参
加

者
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
フ
レ
イ
ル
予
防
に

　

７
月
８
日
、
京
町
支
部
主

催
で
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見

学
に
行
き
ま
し
た
。
見
学
に

は
、
東
小
田
支
部
の
４
人
も

参
加
し
ま
し
た
。

  

工
場
で
は
、
ビ
ー
ル
の
で

き
る
工
程
を
工
場
内
を
歩
き

な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。
動

画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ

ッ
ピ
ン
グ
で
、
説
明
を
受
け

て
４
時
間
続
け
る
の
は
至
難
の

業
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
の
作
業

で
し
た
。
次
回
か
ら
は
定
員
を

決
め
て
の
実
施
に
し
な
い
と
身

体
が
持
ち
ま
せ
ん
。

　

測
定
し
た
結
果
を
笠
原
由
美

子
看
護
師
が
終
日
、
辻
紀
子
医

師
と
山
寺
睦
美
師
長
が
午
後
に

参
加
し
て
、
参
加
者
に
結
果
を

説
明
し
、
健
康
相
談
も
行
い
ま

し
た
。

　

受
付
で
は
医
療
生
協
の
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

 
溝
ノ
口
支
部　

永
田 

眞
一

は
体
操
を
す
る
だ
け
で
は
な

く
し
っ
か
り
栄
養
を
と
り
、

な
が
ら
ホ
ッ
プ
の
香
り
や
、

麦
芽
の
香
ば
し
い
味
な
ど
を

体
感
し
た
後
、
ビ
ー
ル
酵
母

が
入
る
前
の
一
番
搾
り
、
二

番
搾
り
の
ビ
ー
ル
を
試
飲
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て

も
飲
み
や
す
く
美
味
し
か
っ

た
で
す
。

　

工
場
見
学
が
終
わ
る
と
、

で
き
た
て
の
一
番
搾
り
ビ
ー

　

７
月
11
日
。
高
津
市
民
館

の
11
階
と
12
階
を
使
い
「
楽

し
く
学
ん
で
わ
く
わ
く
健
康

づ
く
り
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に

「
第
34
回
た
か
つ
区
健
康
福

祉
ま
つ
り
」
が
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

高
津
区
の
職
員
が
事
務
局

を
担
当
し
、
高
津
区
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
23
団
体
が
出

展
し
ま
し
た
。
私
た
ち
川
崎

医
療
生
協
は
毎
年
「
骨
密
度

測
定
」
を
無
料
で
行
い
、
今

回
は
１
５
９
人
が
測
定
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

溝
ノ
口
支
部
の
小
林
静
子

さ
ん
を
中
心
に
、
公
害
患
者

の
会
か
ら
も
測
定
の
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
時
間
で
40
人
を
測
定
し

職
員
と
一
緒
に
訪
問
し
て

職
員
と
一
緒
に
訪
問
し
て

　

渡
田
支
部
は
、
毎
月
支
部
独

自
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
「
て
ん
と

う
む
し
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

川
崎
医
療
生
協
が
発
行
し
て
い

る
新
聞
「
川
崎
医
療
生
協
」
に

折
り
込
ん
で
、
支
部
組
合
員
の

配
付
者
が
、
町
内
近
所
に
配
付

し
て
い
ま
す
。

　

６
月
26
日
に
、
ふ
じ
さ
き
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
職
員
と
健
康
ま
ち

づ
く
り
推
進
部
の
職
員
が
、
小

田
栄
地
区
の
配
付
者
５
人
に
、

配
付
の
お
礼
と
感
謝
を
伝
え
る

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
も
っ
て
訪
問
す
る
配
付
者

に
訪
問
す
る
旨
の
お
知
ら
せ
を

し
て
い
た
の
で
、
当
日
は
気
持

ち
よ
く
迎
え
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
お
宅
は
、
ご

活
動
を
行
う
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、
配
付
者

の
実
情
が
つ
か
め
、
勉
強
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

 

渡
田
支
部　

片
倉 

孝
始

ル
を
飲
み
ま
し
た
が
、
ビ
ー

ル
独
特
の
苦
み
が
少
な
く
最

後
ま
で
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
工
場
の
入
口
に
戻

り
集
合
写
真
を
撮
っ
て
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
東
小
田
支

部
と
し
て
、
途
中
京
町
支
部

の
支
部
長
に
お
礼
の
挨
拶
を

し
、
次
回
も
合
同
で
参
加
さ

せ
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
別
れ

ま
し
た
。

 

東
小
田
支
部  

福
田 

雅
子

聞こえの聞こえの
相談会を相談会を
開催開催

  

７
月
８
日
、
浅
田
支
部
で

は
、
川
崎
区
の
コ
ス
モ
ス
ル

ー
ム
で
、
川
崎
市
社
保
協
の

「
み
み
の
会
」
よ
り
講
師
を

招
き
「
聞
こ
え
の
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
耳
の
構
造
や

聞
こ
え
の
仕
組
み
を
学
び
、

蝸
牛
内
に
生
え
て
い
る
有
毛

細
胞
が
減
る
と
聞
こ
え
が
悪

く
な
り
、
加
齢
な
ど
で
減
っ

た
有
毛
細
胞
は
再
生
し
な
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

聞
こ
え
が
悪
く
な
る
と
対
話
が

難
し
く
な
り
、
社
会
参
加
が
減

る
こ
と
で
認
知
症
に
も
繋
が
る

そ
う
で
す
。

　

対
策
と
し
て
は
補
聴
器
の
使

用
が
有
効
で
す
が
、
片
耳
だ
け

で
も
数
十
万
円
す
る
た
め
購
入

を
た
め
ら
う
人
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
国

が
無
償
で
支
給
し
て
い
る
そ
う

で
、
日
本
で
も
補
聴
器
の
助
成

を
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
「
み
み
の
会
」
で
は
、
川
崎

市
に
も
助
成
制
度
を
制
定
さ
せ

る
運
動
を
進
め
て
い
て
、
メ
ガ

ネ
の
よ
う
に
補
聴
器
が
普
及
す

れ
ば
価
格
が
下
が
る
は
ず
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
、
古
向
支
部
で
は

モ
ル
ッ
ク
体
験
会
を
開
き
ま
し

た
。
以
前
支
部
の
集
ま
り
で
話

題
に
な
り
、「
モ
ル
ッ
ク
っ
て

何
〜
」「
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
な
の
」

と
い
う
質
問
が
で
た
の
で
「
モ

ル
ッ
ク
で
新
し
い
班
が
出
来
た

ら
い
い
ね
！
」
と
、
体
験
し
て

み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
人
が
集
ま
っ
て
２
つ
の
チ

　

参
加
者
の
中
に
補
聴
器
を
使

用
し
て
い
る
人
も
い
て
、
補
聴

器
を
作
る
際
に
は
「
補
聴
器
相

談
医
」
に
受
診
し
、「
医
療
費

控
除
の
申
請
書
」
を
発
行
し
て

も
ら
う
と
、
一
年
間
の
住
民
税

返
還
や
医
療
費
の
窓
口
負
担
が

減
額
に
な
る
な
ど
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

川
崎
駅
前
に
あ
る
「
神
奈
川

ヒ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
で
は

「
医
療
生
協
の
組
合
員
は
一
万

円
割
引
」
で
補
聴
器
が
作
れ
る

そ
う
で
す
。

 

浅
田
支
部  

鈴
木 

み
さ
子

金
敏
彦
さ
ん
が
レ
ク
チ
ャ
ー
し

た
あ
と
約
１
時
間
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
「
な
か
な
か
面
白
い
」「
け
っ

こ
う
奥
が
深
い
ゲ
ー
ム
だ
ね
」

と
い
っ
た
声
も
。
も
う
１
回
体

験
会
を
し
て
、
新
し
い
班
の
立

ち
上
げ
に
漕
ぎ
つ
け
た
い
と
、

参
加
者
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

 

理
事　

西
尾 

理
恵
子

フレイル予防のための体操 大きなビール瓶の前で

情報を共有して有意義な学習会

大人気の骨密度測定

モ
ル
ッ
ク
体
験
会

モ
ル
ッ
ク
体
験
会

ー
ム
に
分
か
れ

て
ゲ
ー
ム
を
開

始
し
ま
し
た
。

ス
キ
ッ
ト
ル
の

置
き
方
や
、
モ

ル
ッ
ク
棒
の
投

げ
方
、
ゲ
ー
ム

の
進
め
方
、
点

数
の
つ
け
方
な

ど
に
つ
い
て
、

健
康
ま
ち
づ
く

り
推
進
部
の
荒

主
人
が
亡
く
な

ら
れ
た
り
、
入

院
し
て
い
た

り
、
一
人
住
ま

い
の
人
も
多

く
、
２
人
は
80

歳
後
半
の
配
付

者
で
す
。

　

そ
れ
で
も
配

付
に
生
き
が
い

を
も
っ
て
い

て
、「
身
体
の

続
く
限
り
配
付

配付者に感謝の言葉を伝える
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2424
時
間
蓄
尿
塩
分
調
査
に
参
加
し
て

時
間
蓄
尿
塩
分
調
査
に
参
加
し
て

改
善
す
る
と
こ
ろ
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
、
早
速
班
会
で

話
題
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
班

会
で
ワ
イ
ワ
イ
と
話
す
中
で

「
最
近
レ
バ
ー
食
べ
て
い
な
い
」

「
あ
ま
り
沢
山
食
べ
ら
れ
な
く

　

医
療
福
祉
生
協
連
が
５
年
に

１
度
行
っ
て
い
る
「
24
時
間
蓄

尿
塩
分
調
査
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
班
会
で
減
塩
学
習
や
、
食

生
活
の
学
習
な
ど
、
健
康
に
関

心
が
あ
っ
た
の
で
気
軽
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
検
査
キ
ッ
ト
や

食
生
活
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
け

ら
れ
る
と
「
こ
れ
は
真
剣
に
取

り
組
ま
ね
ば
、
さ
す
が
医
療
生

協
」
と
感
心
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
と
り
く
む
こ

と
で
、
自
分
は
食
生
活
に
は
気

を
配
り
、
手
作
り
し
て
多
く
の

食
材
を
使
い
バ
ラ
ン
ス
良
く
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
結

果
を
見
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ

る
こ
と
は
意
識
的
に
と
り
く
ま

ね
ば
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

医
療
福
祉
生
協
か
ら
届
い
た

検
査
報
告
書
が
丁
寧
で
わ
か
り

や
す
く
、
こ
の
ま
ま
維
持
す
る

と
こ
ろ
や
、注
意
す
る
と
こ
ろ
、

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ６月度　30支部　147班　1008人

大師東支部
チーム中瀬 モルック 11
チョコトレ 身も心もしなやかに 8
プラチナ 健康チェック 10
元気お話会 楽しくお話会 7
大師健康麻雀 健康麻雀で交流 12
南大師支部
けやきの会 一歩外に出て楽しみましょう 12
露草の会 口腔ケア・パタカラ体操 16
大師中央支部
おしゃべり喫茶 七夕飾りつけ 3
お使い ウォーキング 4
レインボーの家［虹輪］梅雨の時期を快適に 10
レインボーの家健康マージャン「いいじゃん」 楽しく健康的に麻雀を楽しむ 5
わろてんか 寄席 3
建設一般 川連70周年４単組合同運動会・第56回建設一般定期大会反省 10
東門前 おしゃべり 5
民商 懇談 3
大師フレンド支部
ウォーキング ストレッチ体操・ペットボトル体操 9
オカリナ オカリナの練習と演奏 7
おしゃべり サンスクリーン等の実演販売 9
おりづる パッチワーク 5
お絵かき 各自各テーマで描く 5
さくら会 英語の勉強 4
ひまつぶし 脳トレ 3
リヴァリエＢ棟 ロコモ体操 3
リフレッシュ ラジオ体操 3
リメイク Ｙシャツのリメイク 6
味菜（あじさい） 食事作り・会食 5
藤崎北支部
健康麻雀 健康麻雀 15
映画を楽しむ会 映画鑑賞 8
てくてく 中華街散策と食事会 6
向日葵 絵手紙と茶話会 4
欅の会 老年夫婦とは　老後とは 7
藤崎南支部
モルック モルック 8
観音支部
あるこうかい 聖ニコライ大聖堂 11
健康マージャン 健康麻雀 17
観音健康ボウリング ボウリング 3
池上新町支部

冥加 公園花植 29
カラオケ のどを鍛える 10
手芸 絵手紙 10
桜本支部
さくら 健康チェック 6
黄金 総代会の感想と透析シート折り 4
大島支部
ひこうき雲 らくらく健康体操 17
すずらん らくらく健康体操 3
未摘花 ストレッチ健康体操 3
深瀬 久しぶりにゆっくり会食 3
浜町支部
クラフト かご作り 4
さくら 骨粗鬆症　骨の健康を保つ 10
プアカーネーション フラダンス 8
ブラインド白百合 ブラインド白百合 3
プルメリア フラダンス 4
渡田支部
モルック班 モルック 3
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク 4
健舞会 着付け、踊り 3
小田支部
ころぼっくる 心不全について 7
たんぽぽ みそ汁の塩分チェックをした 3
ちょこっとウォーク 黄色のサボテンの花 11
ムーミン 今日もグランドゴルフ 6
ラジオ体操 毎朝のラジオ体操頑張ります 33
夏つばき あじさいの花を見に行く 3
桜支部 総代会参加 4
雀のおやど マージャン 4
旅ごころ 旅行へ行こう 4
東小田支部
さつき 増資・血圧測定 5
小田７丁目公園 ちょこっとウォークとストレッチ 7
浅田支部
ひまわり 折り紙で風鈴を折る 3
おりづる 折り紙で風鈴を折る 3
こまくさ 小田公園住宅デーに参加 4
じぃじとばぁばの手習い 古典の学習 3
京町支部
おたまじゃくし 花苗植え、種まき 14
さくら 健康について 3
スキットル モルックをしよう 6

人 人

セカンド 体操（自彊術） 3
なかよし 紫陽花と白椿見る 3
ひまわり おり紙～チューリップ他 4
ロード 健康づくりセミナーに参加して 4
古流生花 生け花 8
手芸 作品作り 9
川崎駅前支部
キャロット ６月ニュース仕分け 3
ＩＴ 茶話会 3
あじさい 雨も楽し 8
なわて 食事会 3
ミモザ① 空中遊歩道ちょこっとウォーク＆ストレッチ 11
あゆみ モルックを楽しむ 6
健舞会① 着付・踊り 3
御幸支部
紅葉 ダンベル・ストレッチ体操 5
南河原支部
あづま ウォーキング教室 10
オレンジ 新聞ちぎり絵 3
絵手紙 幸区役所で行なう原爆展に飾るため「平和」のテーマで描く 6
マウンテンヒルズ 血圧測定・ミニ体操 4
シネマ班 映画鑑賞「東京原発」2002年 5
古向支部
日の出 太極拳で健康維持 5
さくら 七福神作り 4
くちなし フレイル体操 5
日の出 太極拳で健康維持 4
新川崎支部
やよい 布で作るふくろう 4
おどろう会 楽しく踊りましょう 4
元美人 握力検査 6
さざんか おしゃべり会 3
エンドウ豆 フレイル体操 8
プラチナ フレイル体操 10
玉川支部
青空平間会 脳トレ 5
山王町下沼部 けんこう体操 6
きら美 脳トレ 6
住吉支部
モルック モルックを楽しむ 8
うたごえカラオケ なつかしい動揺・抒情歌をうたう 7
気功と太極拳 気功・八式 7
雲雀 麻雀を楽しむ 4
コスモス 気功・朗読・おしゃべり 6
川柳の会 川柳を楽しむ 4
うぐいす フレイル予防 3

ミニーマウス 健康診断の大切さ 3
小杉支部
ひまわり 元気になって頑張りましょう 5
そら豆 健康診断結果返し 10
さくら お食事会 5
アニマル 健康診断結果返し 5
ヤマブキ 勉強会の報告他 3
しいの実 モルックを楽しく 13
溝ノ口支部
いまが青春 健康麻雀、将棋 12
おたまじゃくし 唱歌、童謡を唄う 4
ゆいの会 ニュースセット、話し合い 4
囲碁サロン 囲碁 3
楽歩会 ＡＮＡ機体工場見学 15
公園体操 高津公園体操 15
水彩画 初夏のくだものを描く 3
橘支部
アカシヤ 脳トレクイズ 5
さくら 敬老食事会イベント参加 4
シクラメン 敬老食事会 22
すずめ 健康麻雀 7
ダンベル 音楽に合わせて体操 6
つれづれ 健康麻雀 16
ドリーム 楽しくおしゃべり 7
プラザ 脳トレ体操 20
癒しのお手玉 癒しのお手玉 6
長尾堰支部
アジサイ 心不全って何だろう 3
すずめ 麻雀にて脳トレーニング 7
ひまわり 転倒防止体操 9
茶の実 尿塩分チェック 6
歩歩路 体操ゲーム　おしゃべり会 4
宿河原支部
ガーベラ これからの班会健康づくり 4
パークゴルフ 体力づくり 10
モルック モルック競技 9
健康マージャン 健康麻雀を楽しむ 4
麻生北支部
コーラスミール 通常練習 11
マフマフ 車いす用のストッパーを作る 5
麻生南支部
キルトのなかま ヨーヨーキルトのバック 6
柿生会 提出短歌の批評と鑑賞 8
食と農を考える会 高市政権の食料、農業政策 5
なんじゃもんじゃ とんもり谷戸 10

人 人

な
っ
た
」「
こ
ん
な
食

べ
方
あ
る
よ
」
な
ど
と

話
が
盛
り
上
が
り
、
お

腹
も
空
き
ま
し
た
。

　

医
療
福
祉
生
協
連
が

提
唱
す
る
、
食
塩
摂
取

目
標
６
・
５
グ
ラ
ム
は

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
減
塩
を
習
慣
づ
け

る
よ
う
に
す
る
に
は

日
常
の
班
会
で
話
題

に
す
る
こ
と
が
大
切

の
よ
う
で
す
。

　

梨
の
花
班

小
山
由
美
子

　

７
月
２
、
３
日
、
神
奈
川
民

医
連
管
理
者
研
修
会
と
し
て
行

わ
れ
た
「
第
４
回
福
島
原
発
事

故
被
災
地
支
援
ツ
ア
ー
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
楢
葉

町
の
宝
鏡
寺
の
一

角
に
あ
る
伝
言
館

と
未
来
館
や
、
津

波
災
害
に
あ
い
震

災
遺
構
に
な
っ
て

い
る
「
請
戸
小
学

校
」
や
「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」
を
見
学
、

２
日
目
は
、「
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
」
の
構
内
に
入
り
、

廃
炉
の
実
態
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
域
は
以
前
行
っ
た
と

き
に
比
べ
、
町
の
い
た
る
所
に

置
か
れ
て
い
た
、
除
染
廃
棄
物

な
ど
を
入
れ
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

グ
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
と
呼
ば

れ
る
建
物
に
入
れ
ら
れ
、
家
屋

て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
を
誘

致
し
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
研
究
開
発

が
始
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
、
被
災
地
は
、
新
し
い
住

民
が
来
て
新
し
い
建
物
が
建
っ

て
い
て
、
復
興
が
進
ん
で
い
る

か
の
よ
う
に
見
せ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

そ
の
土
地
に
暮
ら
し
て
い
た

被
災
者
に
は
微
々
た
る
お
金
し

か
出
さ
ず
、
大
手
企
業
に
は
大

金
を
払
い
立
派
な
箱
物
が
造
ら

れ
る
そ
の
様
は
、
か
つ
て
原
発

建
設
を
認
め
さ
せ
る
た
め
に
交

付
金
を
ば
ら
撒
い
て
、
企
業
が

儲
け
る
構
図
に
し
た
、
あ
の
時

と
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
お
金
を
使
う

な
ら
住
民
の
た
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
、
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
か
ら

15
年
。
政
府
と
東
京
電
力
は
２

０
５
１
年
ま
で
の
廃
炉
完
了
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
全
世

界
で
見
て
も「
廃
炉
」を
経
験
し

た
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
更
地
に

し
て
地
元
に
返
す
こ
と
が
「
廃

炉
完
了
」
だ
と
す
れ
ば
、
事
故

か
ら
た
っ
た
40
年
で
終
わ
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
に
15
年

経
っ
て
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル

か
ら
取
り
出
せ
た
デ
ブ
リ
（
溶

け
落
ち
た
燃
料
）
は
０
・
９
ｇ

の
み
。
１
円
玉
１
枚
に
も
満
た

な
い
量
で
す
。
し
か
も
厄
介
な

の
は
、
燃
料
に
使
わ
れ
て
い
る

ウ
ラ
ン
は
と
て
も
重
い
金
属
と

い
う
こ
と
。
実
際
に
取
り
出
せ

た
デ
ブ
リ
は
、
お
そ
ら
く
耳
か

き
１
杯
程
度
の
量
で
す
。
８
８

０
ト
ン
に
も
お
よ
ぶ
デ
ブ
リ
の

取
り
出
し
と
処
分
は
数
十
年
で

終
わ
る
話
で
は
な
い
の
で
す
。

川
崎
協
同
病
院
職
員　

Ｈ
・
Ｔ

の
取
り
壊
し
が
進
ん
で
更
地

が
増
え
て
い
ま
し
た
。
立
ち

入
り
禁
止
の
た
め
の
バ
リ
ケ

ー
ド
も
多
く
が
撤
去
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
住
民
が
ほ
と
ん

ど
戻
れ
な
い
町
に
点
々
と
あ

る
真
新
し
い
建
物
は
、
有
名

建
築
家
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
で
、
ど
れ
も
大
き
く
て
立

派
で
し
た
。
ま
た
、
原
発
周

辺
で
は
国
が
補
助
金
を
出
し

楢葉町にある未来館の展示

手前が２号機、奥が３号機

請戸小学校の内部

見栄ばかりの復興見栄ばかりの復興
―福島・原発被災地ツアーに参加―

24時間蓄尿塩分調査
調査報告書（ダイジェスト版）

　2025年度に行った調査
に、全国で2171人が参加
しました。その「調査報
告書」のダイジェスト版
が閲覧できます。下記の
QRコードを読み込むか、
URLを入力してください。

https://x.gd/y4wgS
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読　者　の　広　場

く
移
り
住
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
川
崎
市
議
会
は
超
党
派

で
救
援
を
決
議
し
、
市
民
に

呼
び
か
け
災
害
義
援
金
を
募

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総

額
３
５
８
万
円
（
当
時
の
レ

ー
ト
で
１
万
ド
ル
）
を
琉
球

政
府
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
０
年
９

月
１
日
に
、
琉
球
政
府
か
ら

義
援
金
へ
の
返
礼
品
と
し

て
、
石
敢
當
が
川
崎
市
に
贈

ら
れ
、
現
在
の
場
所
に
沖
縄

の
友
好
親
善
と
文
化
交
流
の

絆
の
証
と
し
て
、
市
民
の
交

通
安
全
を
祈
っ
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
今
で
は
川
崎
市
の

地
域
文
化
財
、
有
形
民
俗
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
九
の
碑
も

近
く
に

　

近
年
で
は
石
敢
當
は
、
歴

史
や
民
俗
文
化
に
関
心
を
持

つ
人
々
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
駅
周
辺
を
散
策
す
る
際

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
グ
ル

メ
だ
け
で
は
な
く
、
街
角
に

あ
る
小
さ
な
石
碑
に
も
、
目

を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
石
敢
當
の
近
く

に
は
坂
本
九
の
「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」
の
歌
碑
も
あ
り

ま
す
。
ど
こ
に
あ
る
か
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ＪＲ川崎駅東口に立っている石敢當

石
敢
當

　　（
川
崎
区
川
崎
駅
東
口
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

い
し 

　
が
ん
　
と
う

　

シリーズ

第75回
シリーズ

第75回

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟

ま
れ
た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側

の
南
で
は
街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎

の
知
ら
れ
ざ
る
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
商

業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口

の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
中
に
建
つ
、
石
敢
當
の
石
碑
を
紹

介
し
ま
す
。

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

小
林
英
樹

中
国
か
ら

伝
わ
っ
て
き
た

　

石
敢
當
は
、
古
く
は
中

国
か
ら
琉
球
王
国
を
経
て

日
本
各
地
へ
伝
わ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
主
に
、
沖
縄
や
鹿
児
島

県
奄
美
地
方
、
中
国
地
方

南
部
な
ど
で
古
く
か
ら
見

ら
れ
る
魔
除
け
の
石
碑

で
、
Ｔ
字
路
や
三
叉
路
か

ら
侵
入
し
て
く
る
邪
気
や

悪
霊
を
防
ぐ
と
い
う
民
間

信
仰
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅

東
口
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
石
敢

當
は
、
沖
縄
に

ル
ー
ツ
を
持
つ

人
々
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
さ

せ
る
存
在
で
す
。

川
崎
と
沖
縄
の

友
好
の
碑

　

１
９
５
９
年
９
月
、
沖
縄

諸
島
は
数
度
の
台
風
に
襲
わ

れ
甚
大
な
被
害
を
う
け
ま
し

た
。
川
崎
市
は
工
場
労
働
者

と
し
て
、
沖
縄
出
身
者
が
多

坂本九の碑

読
者
の
声

ま
い
ま
す
が
、
息
子
の
す
っ

き
り
し
た
顔
を
見
る
と
、
元

気
な
証
と
思
い
直
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
マ
マ
一

年
生
の
私
と
成

長
し
て
い
こ
う

ね
！紙

で
読
み
た
い

麻
生
区　

木
ノ
内
せ
つ
子
82

　

昔
の
職
場
の
同
期
会
の
案

内
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
届
く
よ
う

に
な
っ
た
。
高
校
の
ク
ラ
ス

会
の
案
内
は
今
で
も
往
復
は

が
き
で
届
く
。
今
は
も
う
紙

媒
体
を
減
ら
す
方
向
だ
。

　

で
も
私
は
新
聞
も
本
も
ず

っ
と
紙
で
読
み
た
い
し
、
急

ぎ
で
な
い
限
り
ハ
ガ
キ
を
書

き
た
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

川
崎
区　

馬
場
昌
子
57

　

今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
韓
国
語
を
習
っ
た
り
、

ウ
ク
レ
レ
を
習
っ
た
り
と
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
す
。

一
人
旅
行

川
崎
区　

梶
川
か
お
る
73

　

何
十
年
ぶ
り
か
で
一
人
旅

行
を
し
ま
し
た
。
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
何
と
か
な
り
ま

し
た
。
ま
た
ト
ラ
イ
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
若
く
は

な
い
の
で
自
分
の
こ
と
が
で

き
る
う
ち
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

快
便
太
郎

川
崎
区　

山
田
あ
ず
さ
37

　

第
一
子
が
生
ま
れ
１
年
１

ヵ
月
経
ち
ま
し
た
。
食
べ
物

の
好
き
嫌
い
も
な
く
も
り
も

り
食
べ
て
く
れ
て
助
か
る
の

で
す
が
、
そ
の
分
ち
ゃ
ん
と

快
便
太
郎
。
１
日
５
回
は
し

ま
す
。
お
む
つ
を
変
え
る
と

す
ぐ
に
「
ふ
ー
ん
、う
ー
ん
、

ふ
ん
っ
！
」
と
う
な
る
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
物
価
高
の
時

代
「
ま
た
ま
た
…
紙
お
む
つ

の
消
費
が
…
」
と
思
っ
て
し

　こんは、さきゅうまちという所に住むおば
あちゃんが孫のあきのために作ったきつねの
ぬいぐるみです。あきが生まれた時からずっ
とお守り役としてそばについています。あき
がこんよりも大きくなった頃、こんの腕にほ
ころびがあるのをみつけ、それを直してもら
おうと２人でおばあちゃんに会いに出かけま
す。電車に乗り遅れそうになったり、こんが
犬にさらわれてしまったり、数々のハプニン
グを乗り越えやっとさきゅうまちにたどり着
いた時、おばあちゃんはこんとあき２人をや
さしく迎えます。
　いつもはあきを励ますしっかり者のこんが
おばあちゃんの前では小さな子どものように
なる姿がとてもかわいらしく描かれています。
 編集委員　飯野 伸代

福音館書店
1,540 円（税込み）

絵本紹介24
思いでの

おすすめ

気に
なる 作：林 明子

こんとあき

　高齢になると気になってくる「頻尿」のことをこの機会に学ん
でみませんか？　協同病院泌尿器科医師によるセミナーです。

かりんビル3階会議室 他（京町診療所・セツルメント診療
所・久地診療所・あさお診療所でオンライン中継）

かりんビル3階会議室 他
（京町診療所・久地診療所・あさお診療所でオンライン中継）

「神奈川まるごと健康チャレンジ」スタート企画

竹部 慎一 氏 川崎協同病院 理学療法士川崎協同病院 理学療法士

「頻尿について」

（川崎協同病院 泌尿器科医師）

9月１5日（火）午前11時～12時 9月１4日（月）午前10時～11時

会場 会場

日時 日時

講師 講師

問い合わせは 健康まちづくり推進部（044-266-7532）まで 問い合わせは 健康まちづくり推進部（044-266-7532）まで

（個人でオンライン参加の方はお申し込みください）
申込み不要会場ご参加の方は

で



み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

（７） ２０２６年８月１日 第７２０号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

①　

立
秋
後
の
暑
さ
。

　
　

〇
〇
〇
〇
見
舞
い

④　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ゴ
ム
・

塗
料
の
原
料
に
も
な
る
石

油
製
品

⑥　
「
西
遊
記
」「
水
滸
伝
」
と

並
ぶ
中
国
三
大
奇
書
。
〇

〇
〇
〇
〇
演
義

尾
瀬
を
訪
れ
ま
し
た
。
懐
か

し
く
今
で
も
あ
の
風
景
を
思

い
だ
し
ま
し
た
。

い
い
じ
ゃ
な
い

多
摩
区　

小
林
光
子
99

　

男
系
男
子
、
男
系
男
子
っ

て
う
る
さ
い
ね
。
ず
ー
っ
と

民
間
人
で
生
き
て
き
た
若
い

子
が
今
更
し
き
た
り
の
メ
ン

ド
ウ
な
養
子
な
ん
か
に
な
り

た
い
か
ね
。

　

女
性
天
皇
、
い
い
じ
ゃ
な

い
。
万
世
一
系
の
中
に
は
何

人
も
女
性
天
皇
が
い
ま
し
た

結
び
目
は
…

高
津
区　

福
川
と
も
子
70

　

歌
手
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア

キ
さ
ん
の
「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｉ
ｖ

ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」（
赦
す
）
を

聴
い
て
い
た
時
、「
解
け
な

い
結
び
目
は
そ
の
ま
ま
で
い

い
」
と
言
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
ハ
ッ
と
し

ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
結
び
目
が
あ
れ

ば
必
死
に
な
っ
て
解
こ
う
と

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
う

な
の
だ
！
そ
の
ま
ま
ほ
っ
と

い
て
も
い
い
の
だ
！
無
理
し

て
解
い
て
も
元
に
は
戻
ら
な

い
の
だ
と
…
。
人
生
は
お
も

し
ろ
い
！

水
俣
病
の
こ
と

麻
生
区　

野
口
幸
子
75

　

コ
ラ
ム「
時
の
風
」で「
水

俣
病
、
加
害
者
の
責
任
」
と

し
て
水
俣
病
の
こ
と
を
取
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、
今
な
お
救
済
さ
れ
て

い
な
い
事
実
を
。

　
「
マ
イ
・
ベ
ス
ト
・
ト
リ

ッ
プ
、
心
に
残
る
旅
」
を
読

み
ま
し
た
。
私
は
半
世
紀
以

上
前
に
２
泊
３
日
で
初
め
て

読　者　の　広　場

よ
。ロ

ボ
ッ
ト
の
ペ
ッ
ト

中
原
区　

井
上
伸
栄
62

　

以
前
よ
り
友
人
や
近
所
の

人
か
ら
犬
や
猫
を
飼
う
の
を

勧
め
ら
れ
ま
す
。最
近
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
ペ
ッ
ト
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
散
歩
や
フ
ン

の
世
話
や
家
を
空
け
る
時
の

心
配
も
な
い
よ
う
で
す
。
そ

れ
な
り
の
お
値
段
と
維
持
費

が
か
か
り
ま
す
が
、
物
は
考

え
よ
う
で
す
。
購
入
す
る
た

め
に
貯
金
を
し
て
み
よ
う
か

な
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

通
い
始
め
ま
し
た

高
津
区　

中
下
広
子
72

　

体
力
の
衰
え
を
感
じ
迷
惑

を
か
け
な
い
体
づ
く
り
の
た

め
プ
ー
ル
で
水
泳
を
始
め
ま

し
た
。
多
数
の
高
齢
の
方
が

毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た　

私
も
週
２
回
を
目
標

に
頑
張
り
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
熱
狂
も
終
わ

り
。
国
同
士
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
ス
ポ

ー
ツ
で
清
々
し
く
い
き
た
い
で
す
ね　

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

り
く
り
ゅ
う
が
と
く
り
ゅ
う
に
見
え
目
を
擦
り　
　

川
崎
区　

鎌
田
克
子
76

山
菜
に
命
か
け
る
の
や
め
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

小
林
郁
夫
72

車
椅
子
孫
を
頼
っ
て
医
者
通
い　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

遊
佐
ミ
チ
子
97

髪
そ
め
て
老
い
た
母
親
え
び
す
顔　
　
　
　
　
　
　

幸　

区　

平
間
吉
恵
74

雨
や
ん
で
泥
ん
こ
遊
び
の
得
意
顔　
　
　
　
　
　
　

幸　

区　

上
原
陽
一
83

墓
参
り
先
祖
に
か
こ
つ
け
も
う
一
本　
　
　
　
　
　

多
摩
区　

鈴
木
孝
法
74

看
護
師
の
や
さ
し
い
笑
み
に
ほ
っ
と
す
る　
　
　
　

高
津
区　

渡
辺
正
子

運
動
会
人
の
子
見
て
も
涙
で
る　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

大
沼
真
早
美
49

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
世
界
地
図
見
て
国
さ
が
す　
　
　

宮
前
区　

髙
山
富
恵
73

挨
拶
は
平
和
の
源
心
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
生
区　

鎌
田
純
男
74

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

①　

勤
務
時
間
を
超

　
　

え
て
の
仕
事

②　

複
式
簿
記
で
転
記
の
成
否

を
確
認
す
る
〇
〇
〇
表

③　

韓
流
ブ
ー
ム
の
始
ま
り
、

〇
〇
様
現
象

④　

〇
〇
子
と
地

　
　

頭
に
は
勝
て
ぬ

⑧　

日
焼
け
の
原
因

　
　

と
な
る
光
線

⑩　

バ
ー
ド
〇
〇

　
　

〇
〇
〇
〇
。
ホ
エ

　
　

ー
ル
〇
〇
〇
〇
〇
〇

⑭　
「
叫
び
」
の
作
品
で
有
名

な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
画
家

⑯　

畳
表
に
使
う
草

⑰　

夕
涼
み
に
合
う
和
服

⑱　

８
月
11
日
は
〇
〇
の
日

⑳　

い
く
ら
働
き
か
け
て
も
手

応
え
が
な
い
。
〇
〇

　
　

の
角
を
蜂
が
刺
す

⑦　

〇
〇
〇
暗
鬼

⑨　

〇
〇
毛
。
〇
〇

　
　

羹
、
〇
〇
水

⑪　

イ
ン
ド
独
特
の
精
神
統
一

修
行

⑫　

水
清
け
れ
ば
〇
〇
す
ま
ず

⑬　

〇
〇
産
。
〇
〇
陣
。
〇
〇

ル
ス
。
〇
〇
ン
ク

⑭　

〇
〇
〇
の
罪
。
有
名
〇
〇

　
　

〇

⑮　

♪
〇
〇
〇
〇
〇
時
代
の
ま

ん
中
は
道
に
迷
っ
て
い
る

ば
か
り
〜

⑱　

西
城
秀
樹
が
歌
う
〇
〇
〇

マ
ン

⑲　

対
義
語
は
保
守

㉑

金
太
郎
の
本
名

　
　

は
〇
〇
〇
金
時

㉒　

箪
笥
や
鏡
台
な
ど
の
調
度

品
の
こ
と
で
す
。

いい

〇〇〇〇〇
精

統
一

ホ
エ

ぬ 超
〇
〇

すすすすす

第362回

Ｂ

Ａ

C

Ｅ Ｆ

Ｄ

D Ｅ ＦA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

kenmachi@kawasaki.coop

須
山
小
夜
子
（
川
崎
区
）

元
木
幸
子

（
川
崎
区
）

田
中
祥
悟

（
川
崎
区
）

西
山
寿
美
江
（
幸　

区
）

松
本
幸

（
中
原
区
）

青
柳
千
恵
子
（
高
津
区
）

西
村
光
子

（
高
津
区
）

近
江
よ
し
い
（
宮
前
区
）

三
船
光
子

（
多
摩
区
）

横
山
美
智
子
（
多
摩
区
）

冨
野
和
子

（
麻
生
区
）

野
田
芳
弘

（
麻
生
区
）

〈
敬
称
略
〉

　

６
月
号
の
答
は
「
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
」
で
し
た
。
応
募

者
は
３
１
２
人
（
正
解
は
３

０
４
人
）。
内
訳
は
川
崎
区

１
７
９
人
・
幸
区
18
人
・
中

原
区
16
人
・
高
津
区
22
人
・

宮
前
区
16
人
・
多
摩
区
29
人
・

麻
生
区
22
人
・
市
外
２
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

守
田
初
恵

（
川
崎
区
）

　

坂
本
恵
美

（
川
崎
区
）

　

荒
め
ぐ
み

（
川
崎
区
）

　

中
島
正
治

（
川
崎
区
）

　

齋
藤
貢

（
川
崎
区
）

　

大
坪

子

（
川
崎
区
）

　

石
渡
順
子

（
川
崎
区
）

　

金
城
小
空

（
川
崎
区
）

360回

答え「ワールドカップ」

パ
ズ
ル
と
川
柳
の
応
募
は

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し
け

れ
ば
年
齢
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
本
誌
へ
の
感
想
や
近

況
も
記
入
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
な
お
、
川
柳

は
ひ
と
り
、
一
句
、
既
に
発

表
済
の
も
の
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

20
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈

り
し
ま
す
（
連
続
10
回
当
選

し
な
か
っ
た
方
に
も
贈
呈
し

ま
す
）。
締
切
り
は
８
月
25

日
、
当
選
者
は
10
月
号
紙
面

に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

１　

３
階

　

川
崎
医
療
生
協
本
部

編
集
委
員
会

住所とお名前を
 お忘れなく。

応募用ＱＲコード
〈
敬
称
略



※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

（８）２０２６年８月１日 第７２０号
昭和45年３月20日
第三種郵便物認可（ ） 毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

　

私
は
昭
和
９
年
に
長
崎
県
で

生
ま
れ
ま
し
た
、
２
歳
上
に
姉

が
い
ま
し
た
。
教
師
だ
っ
た
父

と
母
は
、
私
が
１
〜
２
歳
の
こ

ろ
に
結
核
で
亡
く
な
り
、
そ
れ

以
降
は
長
崎
市
昭
和
町
の
祖
父

母
の
家
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

祖
父
は
獣
医
で
、
祖
母
は
師
範

学
校
の
前
で
文
房
具
店
を
営
ん

で
い
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
の
原
爆
が
落
ち
た

当
日
は
夏
休
み
で
、
私
は
爆
心

地
か
ら
１
・
８
キ
ロ
ほ
ど
の
家

の
中
で
地
図
を
読
ん
で
い
ま
し

た
。
突
然
の
閃
光
と
爆
風
が
襲

い
、
ガ
ラ
ス
片
が
全
身
に
突
き

刺
さ
り
、
今
で
も
傷
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

家
族
は
外
出
し
て
い
た
の

で
、一
人
で
家
に
居
た
と
こ
ろ
、

し
ば
ら
く
す
る
と
祖
母
が
帰
宅

し
て
、「
逃
げ
な
き
ゃ
！
」
と
、

家
を
出
ま
し
た
が
、
服
は
ボ
ロ

ボ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
逃
げ
て
い

る
途
中
に
落
ち
て
い
る
荷
物
の

中
か
ら
、
大
人
物
の
服
を
引
っ

張
り
出
し
て
、
そ
の
服
を
着
て

逃
げ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
避
難
す
る
防
空
壕
に

逃
げ
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
す
で

に
い
っ
ぱ
い
で
、
山
の
上
の
防

空
壕
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

住
ん
で
い
た
家
は
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
の
で
、
４
キ
ロ
先
に

あ
る
祖
父
の
実
家
で
あ
る
岩
屋

町
に
逃
げ
ま
し
た
。
祖
父
が
大

八
車
を
用
意
し
て
、
私
を
運
ん

で
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
道
の

途
中
で
は
、
亡
く
な
っ
た
人
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
て
、「
水
を
く
れ

〜
」
と
助
け
を
求
め
る
人
た
ち

も
大
勢
い
ま
し
た
。祖
父
は「
が

ん
ば
れ
！
」
と
声
を
か
け
る
の

が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
大
八
車
を

す
す
め
ま
し
た
。

　

原
爆
が
落
ち
た
時
に
姉
は
、

隣
家
の
軒
下
に
い
た
た
め
体
の

半
分
に
重
度
の
や
け
ど
を
負
い

ま
し
た
。

　

岩
屋
町
の
家
に
は
、
親
戚
の

お
姉
さ
ん
も
避
難
し
て
き
ま
し

た
。
お
姉
さ
ん
は
外
傷
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
〜
４
日

し
て
か
ら
い
き
な
り
鼻
や
口
か

ら
出
血
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
の
終
戦
の
日
の
玉

音
放
送
は
、
天
皇
の
お
言
葉
を

聞
く
か
ら
正
座
し
て
聞
き
な
さ

い
と
言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
が

来
る
か
ら
逃
げ
な
い
と
殺
さ
れ

る
と
い
う
デ
マ
が
流
れ
て
、
み

ん
な
で
山
の
上
の
ほ
う
ま
で
逃

げ
た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

姉
は
結
婚
し
ま
し
た
が
、
30

代
で
１
歳
と
３
歳
の
子
ど
も
を

残
し
て
、
乳
が
ん
で
亡
く
な
り

伝えたい思い
麻生支部　久林 奈々江（92歳）

爆心地から1.8キロで被ばく

私の戦争体験134

教師として長崎原爆を体験して
－職員32人、児童1300人が死亡－

林 英之さん（1919年～2002年）

　

今
回
の
「
伝
え
た
い
思
い
」
で
戦
争
体
験
を
語
る
久
林
奈
々

江
さ
ん
は
、叔
父
で
あ
る
林
英
之
さ
ん
が
１
９
９
２
（
平
成
４
）

年
に
残
し
た
手
記
を
保
管
し
て
い
ま
し
た
。
林
さ
ん
は
原
爆
が

落
ち
た
時
、
長
崎
市
山
里
国
民
学
校
の
訓
導
（
教
師
）
を
し
、

退
職
後
に
語
り
部
の
活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。
爆
心
地
か
ら
約

６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
小
学
校
に
い
て
被
爆
、
当
時
の
惨
状
を
綴

っ
た
林
さ
ん
の
手
記
を
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
長

崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
、
私
（
林
英
之
）
は
長
崎
市

山
里
国
民
学
校
訓
導
（
現
在
の

長
崎
市
立
山
里
小
学
校
教
諭
）

で
し
た
。

　

山
里
国
民
学
校
は
、
爆
心
地

か
ら
北
方
約
六
百
メ
ー
ト
ル
の

至
近
距
離
に
在
り
、
原
爆
で
は

最
も
被
害
を
受
け
た
学
校
で
あ

り
ま
す
。

　

児
童
の
死
亡
は
、
六
月
三
十

日
現
在
、
一
五
八
一
名
在
籍
中

約
一
三
〇
〇
名
で
し
た
。
当
日

は
夏
休
み
中
で
あ
り
ま
し
た
の

で
家
庭
で
死
亡
し
た
の
で
す
。

　

教
職
員
の
死
亡
は
、
校
長
、

教
頭
以
下
三
十
六
名
、
用
務
員

二
名
、
生
存
者
は
僅
か
に
四
名

（
男
一
名
、女
三
名
）
で
、私
（
林

英
之
）は
四
名
中
の
一
人
で
す
。

教
職
員
は
夏
休
み
と
い
え
ど
も

毎
日
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。

　

校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
て
で
し
た
が
二
階
の
一

教
室
か
ら
自
然
発
火
し
、
北
側

一
、
二
階
八
教
室
を
残
し
て
全

焼
し
ま
し
た
。

　

八
月
九
日
、
当
日
は
朝
空
襲

警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
時
間
た
ら
ず
で
解
除
に
な
り

ま
し
た
。
私
達
教
職
員
は
解
除

後
二
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
始

で
、
急
い
で
掘
り
か
け
途
中
の

防
空
壕
（
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
）

に
入
っ
た
瞬
間
も
の
す
ご
い
爆

裂
音
が
聞
こ
え
、
続
い
て
熱
風

が
壕
の
中
に
入
っ
て
来
ま
し
た

が
、
そ
の
熱
い
こ
と
と
い
っ
た

ら
、
こ
と
ば
で
表
現
で
き
ぬ
ほ

ど
で
し
た
。

　

五
分
間
ぐ
ら
い
後
、
壕
の
外

に
出
て
見
た
光
景
は
驚
く
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
日
は
晴

天
だ
っ
た
の
に
、
雨
の
日
の
よ

う
に
外
は
真
暗
で
世
に
言
わ
れ

る
「
き
の
こ
雲
」
は
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
余
り
に
も
至
近
距

離
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

他
の
教
職
員
は
全
員
そ
の
場

に
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、高
熱
の
た
め
衣
服
は
破
れ
、

顔
面
は
人
相
が
変
り
、
誰
が
誰

だ
か
識
別
困
難
で
し
た
。
即
死

者
は
三
名
い
ま
し
た
。

　

教
職
員
は
一
ヵ
所
に
集
ま
り

ま
し
た
が
、
水
を
ほ
し
が
り
ま

し
た
の
で
助
か
っ
た
教
職
員
四

名
は
水
道
に
水
汲
み
に
行
き
ま

し
た
が
止
ま
っ
て
出
ず
近
く
の

農
家
の
井
戸
か
ら
や
っ
と
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
す
ぐ
空
に
な

り
以
後
水
汲
み
に
追
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
も
な
く
す
る
と
学
校
の
防

空
壕
に
避
難
し
て
く
る
近
隣
の

一
般
の
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
水
を
ほ
し
が
る
そ
の
人
た

ち
の
為
に
も
水
汲
み
に
追
わ
れ

ま
し
た
。

　

二
十
年
五
月
上
旬
か
ら
三
菱

兵
器
製
作
所
に
事
務
室
と
し
て

二
室
貸
与
し
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
は
報
国
隊
員
と
し
て
長
崎
高

女
、
長
崎
女
子
商
業
の
女
子
生

徒
が
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ

め
ま
し
た
が
私
は
運
動
場
周
囲

の
崖
に
横
穴
式
防
空
壕
を
掘
る

班
で
し
た
。

　

十
一
時
一
分
頃
突
然
、
空
襲

警
報
の
予
告
も
な
い
の
に
飛
行

機
の
爆
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
の

の
中
に
田
崎
八
重
子
さ
ん
が
い

ま
し
た
。
田
崎
さ
ん
は
長
崎
女

子
商
業
の
生
徒
で
私
の
家
の
隣

に
疎
開
し
て
来
て
い
た
の
で
よ

く
知
っ
て
い
る
間
柄
で
し
た
。

　

原
爆
後
、
山
里
小
学
校
の
横

穴
式
防
空
壕
に
避
難
し
て
い
た

の
と
、
前
記
の
よ
う
に
水
を
配

っ
て
い
る
途
中
発
見
し
ま
し
た
。

　

相
当
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
ら

し
く
、
血
だ
ら
け
で
相
当
弱
っ

て
い
ま
し
た
。「
家
族
の
人
に

伝
え
る
か
ら
場
所
を
動
か
な
い

よ
う
に
」
と
言
っ
た
も
の
の
私

は
直
ぐ
に
は
帰
る
こ
と
が
で
き

ず
、
伝
え
た
の
は
夜
も
遅
く
で

し
た
。
所
持
し
て
い
た
腕
時
計

を
失
く
し
た
の
で
正
確
な
時
刻

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

直
ち
に
家
族
の
人
が
探
し
に

行
か
れ
ま
し
た
が
、
探
し
出
す

ま
で
に
は
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
仮
の
診
療
所
で
治
療

を
受
け
体
内
か
ら
無
数
の
ガ
ラ

ス
破
片
が
出
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

原
爆
で
せ
っ
か
く
助
か
っ
た

人
が
や
が
て
皮
膚
に
紫
の
斑
点

が
出
た
り
、
歯
ぐ
き
か
ら
の
出

血
、
血
便
、
頭
髪
が
抜
け
出
す

等
、
い
わ
ゆ
る
原
爆
症
状
が
出

て
来
て
死
亡
す
る
人
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
田
崎
八
重
子
さ

ん
も
そ
れ
ら
の
症
状
が
出
始

め
、
特
に
出
血
が
ひ
ど
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

つ
い
に
救
護
所
に
あ
て
ら
れ

て
い
た
新
興
善
小
学
校
（
自
宅

か
ら
の
距
離
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
）
に
近
隣
の
鈴
田
三
兄
弟

及
び
両
親
に
よ
り
担
架
で
徒
歩

で
運
ば
れ
た
が
救
護
所
で
は
余

り
に
も
病
状
が
ひ
ど
い
の
で
断

ら
れ
た
の
を
遠
路
運
ば
れ
て
来

た
の
で
と
無
理
に
お
願
い
し
て

置
い
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
熱
、
多
量
の
出

血
を
し
、
輸
血
を
し
て
も
追
い

つ
か
ず
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
っ

た
が
、
家
族
、
医
師
の
必
死
の

看
護
の
甲
斐
あ
っ
て
三
カ
月
後

に
や
っ
と
退
院
の
運
び
に
至
っ

た
の
は
奇
跡
と
言
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
隣
家
の
者
と
し

て
、
ま
た
昭
和
二
十
八
年
富
士

書
苑
か
ら
発
行
さ
れ
た
本
人
の

手
記
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

ま
し
た
。
私
は
、
結
婚
す
る

ま
で
岩
屋
町
で
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
結
婚
後
、
子
ど
も

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
原
因
は
夫
に
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
義
母
に
は
そ

の
こ
と
を
伝
え
て
い
な
く
、

義
母
は
周
辺
の
人
に
「
奈
々

江
さ
ん
が
被
爆
し
た
か
ら
子

ど
も
が
で
き
な
い
」
と
話
し

て
い
た
こ
と
を
、
後
か
ら
義

理
の
妹
か
ら
聞
き
、
つ
ら
い

思
い
を
し
ま
し
た
。

　

た
か
が
１
発
の
爆
弾
で
あ

ん
な
に
な
る
の
だ
か
ら
、
い

ま
世
界
に
あ
る
原
爆
が
使
わ

れ
た
ら
、
地
球
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か

り
で
す
。
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